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O
壱
岐
島
か
ら
五
島
列
島
、
長
崎
、
天
草
諸
島
付
近

O
薩
摩
半
島
か
ら
屋
久
島
付
近
、
甑
島
列
島

O
シ
リ
ヘ
ツ
t
熊
石
t
松
前
ム
相
一
館
t
モ
ロ
ラ
ン
(
現
室
蘭
)
と
下
北
半
島

O
石
狩
川
t
マ
シ
ケ
t
テ
シ
ホ
付
近
、
テ
ウ
レ
島
・
ヤ
ン
ケ
島

O
ソ
ウ
ヤ
付
近
、
リ
イ
シ
リ
・
レ
プ
ン
シ
リ
、
北
蝦
夷
島
南
端
西
側
半
島
|
」

O
北
蝦
夷
島
南
端
東
側
半
島

l
L

O
北
蝦
夷
島
(
北
緯
四
十
七
度
か
ら
四
十
九
度
)
西
側
部
分
|
J

O
北
蝦
夷
島
(
北
緯
四
十
七
度
か
ら
四
十
九
度
)
東
側
部
分
|
」

)¥ 

大
学
南
校
か
ら
の
再
出
版

大
学
南
校
が
開
成
所
の
後
身
で
あ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
官
板
実
測
図
が
再
び
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
出
版

が
明
治
三
年
で
あ
る
こ
と
は
ど
の
研
究
者
も
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
や
は
り

そ
の
出
典
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
明
治
初
年
の
出
版
書
目
の
よ
う
な
も
の

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
の
だ
が
、
い
ま
だ
に
そ
の

よ
う
な
書
目
の
調
査
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
に
お
も
う
。
『
徳
川
幕
府
時
代

書
籍
考
』
と
い
う
書
物
に
は
「
実
測
録
ト
地
図
ハ
明
治
三
年
大
学
南
校
ニ
於
イ
テ

出
板
セ
リ
」
と
あ
る
の
だ
が
。

さ
て
、
そ
の
体
裁
で
あ
る
が
、
表
紙
は
鮮
や
か
な
青
藍
色
の
布
装
で
あ
り
、
四

枚
共
に
図
面
の
隅
に
朱
印
「
大
学
南
校
」
が
擦
さ
れ
て
い
る
。

印

4.3X4.3(Cm) 

校

至7¥、
総i習

南
品崎

+ 大

こ
の
大
学
南
校
版
は
、
開
成
所
版
と
同
じ
版
木
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
三
版
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
三
版
は
、
四
枚
共
に
開
成
所
再
版
と
異
な

る
部
分
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
に
出
た
四
版
で
大
き
な
修
正
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

①
初
版
か
ら
三
版
ま
で
の
図
に
は
、
北
蝦
夷
図
を
除
い
た
三
枚
に
、
山
岳
・
島

・
岬
・
湾
の
周
囲
に
方
位
を
示
す
「
子
四
分
・
酉
八
分
半
・
亥
五
分
」
な
ど

の
文
字
が
円
状
に
記
載
さ
れ
て
い
た
が
こ
れ
が
全
て
削
除
さ
れ
る
。

②
第
三

・
蝦
夷
諸
島
図
に
あ
っ
た
「
ク
ナ
シ
リ

・
ヱ
ト
ロ
フ
」
の
文
字
が
削
除

さ
れ
る
。
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③
第
四

・
北
蝦
夷
図
に
あ
っ
た
「
北
蝦
夷
」
の
文
字
が
削
除
さ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
こ
の
三
文
字
は
初
版
で
南
を
上
に
記
載
さ
れ
、
再
版
で
北
を
上
に

書
き
直
さ
れ
、
四
版
で
つ
い
に
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。
こ
の
図
の
出
版
に
粁

余
曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
北
蝦
夷
」
の
三
文
字
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
思

惑
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
さ
ら
に
五
版
が
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
五
版
が
官
板
実
測
図
の
最
後
の
出

版
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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「
桧
山
と
奥
尻
」
分

「
第
七
軍
管
北
海
道
之
図
」
第
出
号
「
江
指
」
の
桧
山
管
内
江
差
町
周
辺
の
拡
大
写
真

国
立
民
市
博
物
館
が
収
蔵

江
戸
時
代
後
期
の
測
量
一
さ
れ
た
二
枚
崎
、
桧
山
管
内
て
ニ
肘
。
海
岸
線
は
描
か
れ

家
、
伊
能
忠
敬
(
一
七
四
五
一
の
海
岸
部
と
奥
尻
島
の
遠
景
一
ず
、
左
下
に
小
さ
く
あ
る
島

i
一
八
一
八
年
)
が
作
っ
た
一
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
に
「
ヨ
ノ
コ
シ
リ
島
」
と
記
さ

日
本
地
図
の
〉

2
っ
、
米
国
議
一
開
館
が
文
化
庁
を
通
し
て
一
れ
て
い
る
。

会
図
書
館
で
昨
年
発
見
さ
れ
一
故
・
秋
岡
武
次
郎
元
法
政
大
一
大
閣
は
二
百
十
四
枚
に
日

た
「
大
図
」
リ
縮
尺
三
万
六
一
名
営
教
授
か
ら
譲
り
受
け
た
一
本
全
土
を
分
割
し
て
お
り
、

千
分
の
一

H
と
呼
ば
れ
る
地
一
「
第
七
軍
管
北
海
道
之
図
」
一
こ
れ
ま
で
国
内
に
写
し
が
あ

図
の
写
し
と
同
じ
版
の
未
発
一
の
第
三
十
四
号
「
江
指
(
江
一
る
と
さ
れ
て
い
た
の
は
約
六

見
分
二
枚
が
、
千
葉
県
佐
倉
一
差
)
」
と
第
三
十
五
号
「
奥
一
十
枚
。
昨
年
、
米
国
で
二
百

市
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
一
尻
島
遠
景
」
。
出
陸
軍
陵
地
一
七
枚
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
う

に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
一
測
遣
部
が
一
八
七
六
年
(
明
土
つ
国
内
に
な
か
っ
た
部
分
は

十
一
日
、
国
土
地
理
院
な
ど
一
治
九
年
)
に
忠
敬
の
地
図
を
一
百
四
十
八
枚
だ
っ
た
。
新
た

の
謂
査
で
分
か
っ
た
。
確
認
一
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
に
二
枚
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

第
三
十
四
号
は
縦
約
二
で
、
欠
け
る
の
は
稚
内
周
辺

目
、
繊
約
一
・
九

M
。
桧
山
一
な
ど
四
枚
と
な
っ
た
。

管
内
大
成
町
久
遠
か
ら
岡
管
一
国
土
地
理
院
の
堀
野
正
勝

内
上
ノ
国
町
小
砂
子
ま
で
の
一
測
闘
部
長
は
「
す
べ
て
そ
ろ

海
岸
部
を
痛
い
て
い
る
。
山
一
う
と
、
忠
敬
が
測
量
し
た
こ

地
や
集
落
な
ど
の
手
書
き
に
一
百
年
前
の
日
本
の
姿
が
よ
み

よ
る
彩
色
や
表
紙
の
記
載
、
一
が
え
る
」
と
、
残
る
四
枚
の

さ
ら
に
鉛
筆
書
ぎ
の
五
号
方
一
発
見
に
期
待
を
か
け
て
い

眼
が
図
会
俸
に
施
さ
れ
て
い
一
る
。

る
点
が
、
米
雷
で
見
つ
か
っ
一
二
枚
の
地
図
は
十
二
日
か

た
地
図
と
間
じ
だ
。
第
一
一
一
十
一
ら
四
月
七
日
ま
で
同
館
で
一

五
号
は
縦
約
一

M
、
横
約
一
一
般
公
開
さ
れ
る
。
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こ
の
日
の
観
測
デ

l
タ
は
江
戸
の
高
橋
至
時
と
大
坂
の
間
重
富
と
太
沖
の
間
で
交

換
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
石
黒
信
由
の
六
月
十
一
日
付
け
太
沖
宛
て
の
書
状
か
ら

知
ら
れ
る
。

「
今
回
の
日
食
に
つ
い
て
、
江
戸
・
大
坂
・
金
沢
の
観
測
記
録
を
下
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
日
は
快
晴
で
、
私
も
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
拝
見

し
ま
し
た
。
私
は
測
量
機
器
な
ど
所
持
し
て
な
い
の
で
、
あ
な
た
さ
ま
が
と
て

も
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
」

弟
子
入
り
し
て
間
も
な
い
石
黒
に
も
幕
府
天
文
方
の
お
こ
な
っ
た
第
一
級
の
観
測

記
録
を
公
開
し
て
い
た
こ
と
に
、
麻
田
派
天
文
暦
学
者
と
し
て
の
太
沖
の
科
学
者

精
神
が
う
か
が
え
る
。

2002年

4

太
沖
の
象
隈
儀

太
沖
が
使
用
し
た
観
測
機
器
は
麻
田
剛
立
や
間
重
富
・
高
橋
至
時
ら
が
製
作
・

改
良
し
た
最
新
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
垂
揺
球
儀
は
時
刻
を
測
定
す
る

振
り
子
時
計
で
、
前
述
の
寛
政
十
二
(
一
七
九
九
)
年
の
日
食
観
測
で
は
一
日
に

約
六
万
四
千
回
の
振
動
数
を
数
え
た
。
象
限
儀
は
天
体
の
高
度
を
測
る
機
器
で
、

天
体
観
測
や
地
図
測
量
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
太
沖
の
象
限
儀
に
つ
い

て
は
、
聞
が
寛
政
八
年
十
一
月
二
四
日
付
高
橋
宛
て
の
書
状
の
中
で
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

「
糸
ま
さ
(
柾
目
が
糸
の
よ
う
に
細
く
て
密
な
木
材
)
二
本
を
三
両
で
買
い
求

め
、
太
沖
の
象
限
儀
と
自
分
の
三
尺
(
約
九
十
叩
)
の
象
限
儀
な
ど
を
作
っ
た
」

太
沖
は
城
端
へ
帰
っ
て
か
ら
も
、
大
坂
の
間
へ
測
量
器
具
を
依
頼
し
て
い
た
よ
う

だ
。
父
長
兵
衛
の
代
に
城
端
へ
出
て
き
て
、
商
売
で
か
な
り
の
財
産
を
築
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、
太
沖
自
身
は
た
い
し
た
収
入
も
な
く
、
高
価
な
観
測
機
器
の

購
入
に
蓑
谷
家
の
財
産
を
使
い
果
た
し
た
と
い
う
話
も
真
実
味
を
帯
び
て
く
る
。

日
食
の
あ
っ
た
寛
政
十
二
(
一
八

O
O
)
年
は
、
伊
能
忠
敬
が
第
一
次
測
量
(
蝦

第 28号伊能忠敬研究

夷
地
測
量
)
を
お
こ
な
っ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
三
年
後
の
享
和
三
(
一
八

O
一
二
)
年
七
月
二
日
、
金
沢
入
り
し
た
伊
能
測
量
隊
が
宿
泊
し
夜
間
の
天
体
観
測

を
お
こ
な
っ
た
住
吉
屋
太
兵
衛
宅
は
、
偶
然
に
も
沢
田
邸
と
至
近
距
離
に
あ
る
。

(
つ
づ
く
)

* U れベ加
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富山市科学文化セン骨ーは、富山の郷土性豊かな科学情物館です.
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伊能忠敬の加賀溜測量

r ， "~<. 1 

江戸時代の地図と言えば、伊能忠敬の地図が有名です.忠敬は51才の時に
当時大原から江戸にtllかれた天文勝学者、高橋至時に弟子入ηし、天文!野学
を極的.純度一度の距離を測ることを目的として、寛政十二年(1800)蝦夷
地の測量的第一歩を記しました。 その時、忠敬56才でした。その年、飯災地
の地図を作成し、幕府に上程していま寸。その後、文化十三年(1816) まで
に生l且の制民を行い、日本地闘を作成途中山文政元年(1818)に死去しまし
た。忠敬が歩いた距離はちょうど地同行周分、約四万キロと言われていま
寸内忠敬が苦労した測量結果は文政四年(1821)に「大日本給海実調1)全図J
として幕府に t程されました円大谷亮吉氏によれば、その地図の誤差は概ね
2分以内とのことです。
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伊
能
忠
敬
の
足
跡
を
辿
っ
て

河

島

悦

子

私
の
本
籍
は
福
岡
市
博
多
区
上
呉
服
町
、
領
主
客
館
(
地
元
で
は
大
賀
屋
敷
と
い

う
)
の
隣
家
が
父
祖
伝
来
の
地
で
あ
る
。

忠
敬
先
生
が
文
化
九
年
八
月
に
隣
家
よ
り
出
さ
れ
た
手
紙
を
、

に
し
た
。

近

藤

文

書

は
か
ら
ず
も
目

一
長
崎
へ
罷
越
し
候
ぱ
上
毛
髭
二
枚
、
あ
る
い
は
二
間
物
、
買
整
え
候
様
ニ
申

越
さ
れ
承
知
致
し
候
、
し
か
し
な
が
ら
オ
ラ
ン
ダ
渡
り
も
の
に
候
え
ば
買
入
れ
候

儀
お
ぼ
つ
か
な
く
候
、
お
聞
き
も
な
さ
る
べ
く
候
、
オ
ラ
ン
ダ
船
三
年
程
入
津
こ

れ
な
く
候
問
、
長
崎
も
難
儀
致
し
候
、
ビ
ー
ド
ロ
、
唐
よ
し
、
オ
ラ
ン
ダ
薬
物
は

三
、
四
倍
の
高
値
に
相
成
り
候
、
唐
渡
り
物
に
候
ぱ
格
別
の
高
値
に
も
之
有
ま
じ

く
候
、
緋
毛
艶
四
枚
も
承
知
致
し
候
、
白
木
屋
一
枚
何
程
く
ら
い
致
し
候
や
後
便

に
御
聞
合
せ
値
段
仰
せ
遣
わ
さ
る
べ
く
候
、
お
お
よ
そ
値
段
知
れ
候
え
ば
調
え
よ

く
候

一
此
度
、
九
州
測
量
も
前
々
に
相
変
ら
ず
諸
大
名
方
御
取
持
ち
も
宜
し
く
、
御

国
産
も
相
応
に
御
贈
恵
下
さ
れ
、
上
下
一
同
大
慶
致
し
候

こ
れ
に
よ
り
長
崎
買
物
に
差
支
え
は
こ
れ
な
く
候
え
ど
も
オ
ラ
ン
ダ
物
は
一
切
に

長崎港内図
(/[戸・文化時代}
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こ
れ
有
ま
じ
く
候

長
崎
買
入
れ
置
き
の
古
物
に
で
も
之
有
べ
き
ヤ
此
度
は
長
崎
も
不
景
気
の
時
節
に

罷
り
越
し
候
は
残
念
に
候
以
下
賂

八
月
八
回

伊
能
三
郎
右
衛
門
殿

伊
能
勘
解
由

2002年

寛
永
十
八
年
よ
り
福
岡
、
佐
賀
藩
が
交
代
で
長
崎
警
備
を
勤
め
て
い
た
。
唐
渡

り
物
な
ら
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
的
確
な
情
報
で
あ
る
。

文
化
七
年
(
一
八
一

O
)よ
り
十
二
年
(
一
八
一
五
)
ま
で
オ
ラ
ン
ダ
は
フ
ラ
ン
ス

に
併
合
さ
れ
消
滅
し
て
い
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
敗
退
後
旧
に
復
し
た
が
、
幕
府
に
「
風

説
書
」
を
差
出
す
商
館
長
へ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ズ

l
フ
は
固
く
こ
れ
を
秘
し
、
イ
ギ

リ
ス
、
ロ
シ
ア
と
の
不
仲
を
伝
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。
ズ
|
フ
ハ
ル
マ
で
有
名
な

彼
は
商
館
長
職
十
三
年
を
含
む
十
七
年
間
を
日
本
で
過
ご
し
た
が
、
そ
の
間
文
化

元
年
(
一
八

O
四
)
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
来
日
、
同
五
年
(
一
八

O
八
)
英
船
フ
エ
|

ト
ン
号
事
件
で
は
長
崎
奉
行
松
平
康
英
引
責
自
殺
ま
で
起
き
、
三
度
の
江
戸
参
府

で
は
江
戸
定
宿
長
崎
屋
類
焼
で
命
か
ら
が
ら
逃
げ
た
体
験
を
持
つ
人
で
あ
る
。

フ
ェ

l
ト
ン
号
事
件
以
来
長
崎
警
備
は
強
化
さ
れ
、
御
台
場
は
古
台
場
、
新
台

場
、
増
台
場
と
港
内
外
、
小
島
に
至
る
ま
で
海
岸
線
は
砲
台
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て

い
た
。
忠
敬
先
生
が
長
崎
測
量
に
入
ら
れ
た
の
は
丸
一
年
後
で
あ
る
。
日
々
西
国

巡
検
使
並
の
待
遇
を
得
そ
れ
以
上
の
人
足
を
要
求
。
巡
検
使
は
年
貢
納
め
析
を
計

り
、
先
生
は
海
岸
と
道
を
測
っ
た
。

第28号伊能忠敬研究

文
化
九
申
歳
八
月

伊
能
勘
解
由
様

坂
部
貞
兵
衛
様

公
儀
天
文
方
御
領
内
測
量
之
節

付
廻
出
勤
被
仰
付
候
ニ
付
高
覚
書

高
田
村
圧
屋

是
松
岩
七

「
御
尋
之
節
、
御
答
振
心
得
方
」
こ
れ
は
箇
条
書
で
新
開
田
石
高
数
御
尋
ね
の
節

は
不
知
、
或
い
は
元
禄
絵
図
の
通
り
申
上
ル
と
か
形
式
的
に
な
っ
た
巡
検
使
制
度

と
同
様
で
あ
っ
た
。
百
姓
が
正
直
に
答
え
る
者
で
な
い
事
は
忠
敬
先
生
が
百
も
ご

承
知
で
あ
ろ
う
。

各
地
に
残
る
測
量
時
古
文
書
の
共
通
内
容
に
村
内
往
還

O
町
O
間
何
村
迄
と

あ
る
。
新
旧
幾
筋
も
の
伝
承
が
残
る
地
域
で
は
決
め
手
に
な
る
事
が
あ
り
各
地
で

好
ん
で
読
ま
せ
て
頂
い
た
。
長
崎
街
道
、
唐
津
街
道
と
二
冊
の
本
を
出
版
す
る
に

あ
た
り
、
前
書
が
調
査
に
十
六
年
を
要
し
た
の
に
較
べ
後
書
は
九
ヶ
月
程
で
済
ん

だ
。
出
身
地
で
土
地
勘
が
あ
る
の
が
幸
い
し
た
の
だ
が
、
何
よ
り
も
測
量
日
記
の

活
用
法
を
会
得
し
た
結
果
で
あ
る
。
資
料
が
あ
っ
て
も
不
明
地
点
が
長
崎
市
目
見

峠
。
法
務
局
の
旧
字
国
を
持
っ
て
軒
並
み
古
老
に
尋
ね
通
い
つ
め
た
峠
だ
っ
た
。

明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
酉
南
戦
争
勃
発
。
政
府
思
う
に
、
薩
軍
必
ず
長
崎
を
突

き
船
を
奪
い
、
海
路
東
上
す
る
と
。
戦
略
上
最
上
策
で
あ
っ
た
。
長
崎
港
と
漁
村

日
見
宿
の
聞
に
吃
立
す
る
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
峠
頂
上
に
多
量
の
弾
薬
を
運
び

上
げ
た
。
馬
が
歩
く
の
も
容
易
で
な
い
急
坂
で
は
人
の
背
に
頼
む
外
な
い
。
し
か

し
薩
軍
は
熊
本
城
に
取
付
い
た
。
日
見
峠
で
は
無
用
の
長
物
と
化
し
た
弾
薬
を
降

ろ
す
際
、
移
し
い
怪
我
人
が
出
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
日
見
新
道
が
作

ら
れ
た
。
人
力
車
、
大
八
車
が
楽
に
通
れ
る
道
で
有
料
だ
っ
た
。
そ
の
時
旧
道
は

寸
断
さ
れ
形
を
変
え
た
。
大
正
十
三
年
県
道
ト
ン
ネ
ル
開
通
、
山
は
削
ら
れ
残
土

が
旧
道
に
被
せ
ら
れ
た
と
土
地
の
古
老
は
語
る
。
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

法
務
局
で
旧
字
国
明
治
五
年
と
二
十
一
年
製
を
探
す
。
二
十
一
年
字
国
は
完
全

に
残
っ
て
い
た
。
幸
い
に
も
番
地
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
地
目
が
畑
、
山
林
だ
っ

た
の
が
宅
地
に
な
り
、
低
地
の
み
残
土
が
被
さ
り
廃
道
に
な
っ
て
い
た
。
佐
賀
藩
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同同

日

雨
筑
前
源
左
太
夫
、
山
本
源
介
よ
り
以

書
状
借
置
候
大
画
図
五
枚
相
返
す
取
次

同
侯
留
守
居
大
野
弁
左
衛
門
よ
り
添
手
紙

来
る
(
以
下
五
行
中
崎
地
元
の
記
録
に
、
忠
敬

か
ら
国
鎗
凶
借
用
の
こ
と
が
出
て
く
る
。
そ
の
返

却
か
)

雨
小
普
請
御
蔵
手
形
世
話
人
、
飯
田
町

中
坂
近
江
屋
半
十
郎
例
年
差
出
す
切
支
丹

宗
門
改
書
付
手
形
、
先
方
よ
り
認
め
印
形

書
判
取
に
来
る

日

切
支
丹
宗
門
、
従
前
々
・
需
品
悌
怠
今
以
相
改
申
候
先
年

被
仰
出
候
御
法
尻
之
趣
、
家
来
下
々
至
迄
遂
穿
一
撃
(
セ

ン
サ
ク
)
候
処
、
不
審
盛
台
笹
川
御
座
候

依
之
、
家
来
諮
代
之
者
は
寺
請
状
私
方
へ
取
之
、
年

季
居
之
者
は
請
人
方
へ
寺
請
状
取
置
申
候
段
、
請
状
に

為
書
入
召
抱
申
候
若
相
替
儀
御
座
候
は
ぽ
急
度
可
申

上
候
為
其
伺
如
件

2002年

震

勘

解

由

園

書

判

文
化
十
一
閉
成
年
八
月
渋
江
新
之
助
殿

八
月
二
二
日

第28号

同

伊能忠敬研究

同

一
六
日

四
日

曇
、
暗
中
、
午
後
雨
悦
右
衛
門
胸
痛
に

付
養
生
の
旨
屋
敷
へ
逗
留
永
井
不
快
に

付
今
日
よ
り
不
来

曇
天
、
午
后
晴
関
口
弥
三
郎
来
る
大

画
図
五
枚
借
す
都
三
郎
今
日
よ
り
来
る

湯
谷
八
十
八
来
る
磁
石
厘
金
遣
す

曇
天
五
ツ
時
過
出
宅
大
村
侯
へ
御
悔

に
出
る
そ
れ
よ
り
山
田
助
右
衛
門
方
へ

同

一
八
日

行
く
帰
宅
曇
天
窓
勝
甚
右
衛
門
方
へ
門
人
保
木
敬

蔵
差
遣
し
、
兼
て
申
談
置
候
心
願
之
儀
‘

願
書
差
出
候
儀
間
合
候
処
、
最
初
取
扱
候

同
役
芝
森
本
小
沢
権
右
衛
門
へ
掛
合
可
然

旨
被
申
聞
候

永
井
痛
所
快
り
出
勤
川
口
妻
榔
乳
持
に

付
不
参

快
晴
駿
河
台
屋
舗
小
堀
中
務
殿
手
代
へ

京
都
人
見
唯
右
衛
門
へ
書
状
頼
遣
す
右

は
算
盤
七
挺
説
代
金
二
両
壱
分
小
谷
平
兵

衛
へ
差
遣
す
元
メ
国
代
真
平
留
守
に
付
、

枠
得
兵
衛
へ
相
護
又
取
書
取
置

林
大
学
頭
殿
へ
出
る

七
ツ
時
前

同

一
九
日

同

二
七
日

一
、
竹
千
代
君
様
御
事
玄
に
付
十
日
の
問
鳴
物
停
止
の

事
来
月
六
日
迄

同
夜
子
中
刻
、
竹
千
代
様
御
逝
去
に
付
、
渋
江
新
之

助
殿
よ
り
左
の
廻
状
北
八
丁
堀
永
(
カ
)
島
町

家
主
孫
兵
衛
庖
石
渡
辰
次
郎
よ
り
到
来
子
中
刻
北

八
丁
堀
近
藤
礁
石
衛
門
方
同
居
伊
藤
砂
之
助
へ
順
達
す

土
井
大
炊
頭
殿
被
成
御
渡
候
御
書
付
写

竹
千
代
様
御
逝
去
に
付
普
請
は
来
月
朔
日
迄
、
鳴
物
は

同
六
日
迄
停
止
候
之
間
掴
真
意
前
被
相
蝕
候

八
月
二
六
日
、
御
同
人
御
口
達
大
目
付
へ

竹
千
代
様
御
逝
去
在
に
付
、
公
方
様
、
御
台
様
、
御
定

式
の
通
り
、
今
日
一
日
御
遠
慮
被
遊
候
大
納
言
様
、

御
簾
中
様
に
は
御
定
式
の
通
明
後
二
八
日
迄
三
日
御
遠

慮
被
遊
候
事
。
(
中
略
)

間

二
八
日
雨
平
田
次
郎
八
入
来
(
九
州
第
二
次
測

量
の
際
の
薩
摩
藩
付
き
ま
わ
り
役
)

一
一
九
日
曇
筆
勝
甚
右
衛
門
入
来
心
願
の
儀
談

す

同九
月

晴
今
日
小
普
請
世
話
役
小
沢
権
石
衛
門

へ
敬
蔵
差
遣
し
、
心
願
の
儀
相
談
す
普

請
停
止
今
日
迄
に
て
済

一
一
日
曇
秩
父
大
宮
、
井
上
恰
右
衛
門
方
よ
り

嶋
屋
使
を
以
て
申
遣
し
置
候
生
絹
都
合
十

三
疋
来
る

四
日
曇
伊
東
随
三
老
入
来
赤
水
図
国
(
マ

マ
)
貸
遣
す

九
日
晴
天
高
橋
家
へ
参
る

十

日

晴

天

字

(
7
7

小
の
誤
り
)
沢
権
石
衛
門

方
へ
保
木
敬
蔵
差
遣
す
此
問
中
相
談
の

通
り
心
願
書
添
書
、
並
び
に
例
書
持
参
の

事
別
帳
へ
委
記
す

F
h
d
 

朔
日

同同同同注
本
編
以
降
、
佐
久
間
氏
の
解
読
文
に
、
渡
辺
と
、
伊

藤
栄
子
氏
で
若
干
加
筆
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
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伊
能
ウ
オ
ー
ク
番
外
編
・
大
隅
半
島
の
コ

l
ス
図

大
隅
半
島
ビ
ッ
グ
ウ
オ
ー
ク
の
出
発
式

点
線

:
佐
多
岬
は
自
動
車
専
用
道
路
で
歩
行
せ
ず

一
月
十
八
日
宮
崎
県
日
南
市
飯
肥
城
公
園
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-
伊
能
測
量
の
-m取
県
倉
吉
市
・
八
繍
往
来
が
夢
街
道
モ
デ
ル
地
区
に

鳥
取
の
よ
図
勝
俊
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
す
.
先
噴
、
地
峻
づ
く
り
を
宜
置
す

る
「
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
推
進
也
議
会
」
は
町
並
み
や
道
な
ど
歴
史
文
化
資
料

を
生
か
し
た
地
根
づ
く
り
に
取
り
組
む
「
夢
商
道
モ
デ
ル
地
区
」
に
八
織
往
来

な
ど
が
輯
定
さ
れ
た
.
八
繍
桂
来
は
伊
能
忠
敏
が
測
量
し
た
と
い
わ
れ
る
江
戸

時
代
の
主
要
街
道
で
、
地
元
町
「
伊
能
忠
敏
の
足
跡
を
た
ど
る
協
滋
会
」
を
中

心
に
古
い
町
並
み
を
保
存
活
用
し
‘
観
光
地
峻
復
興
に
結
び
付
け
よ
う
と

整
備
構
想
を
計
画
し
て
い
る
も
ょ
う
が
日
本
海
新
聞
に
縄
被
さ
れ
ま
し
た
.

-
今
日
の
北
海
道
新
聞
で
す
.
札
幌
テ
レ
ピ
鍛
造
の
遊
佐
官
鼻
己
子
さ
ん
か
ら
歴
惇

の
大
田
発
見
に
つ
い
て
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
お
使
り
で
す
.

『
お
は
よ
う
ご
さ
い
ま
す
.
や
は
り
句
今
日
の
北
海
道
新
聞
朝
刊
に
ド
ド
!
ン

と
敏
り
ま
し
た
e

渡
辺
さ
ん
に
迎
絡
を
薗
い
た
お
か
げ
で
『
ど
、
ど
う
い
一
フ

こ
と
n

ご
と
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
・
た
だ
、
ェ
ユ
ス
と
し
て
は
昨
日
の
ム

ネ
オ
鎌
且
の
せ
い
で
二
十
秒
し
か
紹
介
で
き
ず
本
日
は
一
分
三
十
秒
く
ら

い
で
放
送
す
る
予
定
で
す
.
し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
私
が
直
後
行
き
た
か
っ
た
t

と
い
ヲ
の
が
、
今
町
思
い
で
す
・
残
意
な
が
ら
カ
メ
ラ
マ
ン
が
心
を
こ
め
て
栂

E
し
て
く
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
映
像
仕
不
満
足
な
ん
で
す
.
』

3
/
1
2

・xz

-
新
調
主
部
長
に
小
綜
一
三
氏

小
林
さ
ん
は
新
涼
市
に
お
住
ま
い
で
、
新
潟
県
土
木
史
研
究
会
会
長
で
す
.
前

新
埠
市
長
さ
ん
で
す
.
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
.

-
千
四
百
人
あ
ま
り
の
ご
芳
志
者
名
が
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
・

こ
の
忠
敬
銅
像
前
で
「
測
量
町
田
」
配
患
と
し
て
、
六
月
九
日
に
は
第

一
回
伊

能
画
像
記
念
ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
.
「
大
江
戸
ウ
オ
l
ク
」
「
佐
原
か
ら

江
戸
へ
ピ
ッ
ク
ウ
オ

l
ク
』
な
ど
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
.
多
聞
大
会
は
「
伊
能

ウ
オ
ー
ク
歩
制
聞
大
会
」
と
呼
跡
を
普
え
一
、
今
年
の
予
選
会
(
逮
人
戦
)
は
つ
く

ば
(
国
土
地
建
院
)
と
富
岡
八
幡
宮
が
会
渇
に
な
り
ま
す
.
{
縮
図
)

• 
' 

• 

お
知
ら
せ

O
伊
催
忠
敏
研
究
会
春
季
例
会
・総
会
案
内

伊
能
忠
敏
嗣
像
建
立
に
ち
な
み
、
富
岡
八
緬
宮
町
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
二

O
O
二
年
度
審
象
例
会
を
公
開
購
演
会
と
し
て
開
催
い
だ
し
た
く、

ご
案
内
し

ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
.
公
募
の
都
合
が
あ
る
た
め
.
会
員
の

出
欠
に
つ
き
ま
し
て
は
同
封
は
が
き
で
四
月
末
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
固

ロ
公
開
講
演
会

①

日

時

六

月

八

R
{
土
)
け

e
M
S
同

日

②
場
所
富
岡
八
幡
宮
結
婚
式
場
(
東
京
都
・
江
東
区
)

③
揖
師
と
進
行

。
開
会
後
修
日
・
刊

。
講
演
1

日
・
刊

-
講
演
2

15 

00 

富
岡
八
幡
宮
宮
司
富
岡
興
永

富
岡
八
幡
宮
と
伊
能
忠
敬
に
つ
い
て

伊
能
忠
叡
研
究
会
代
表
理
事
援
辺
一
郎

伊
能
忠
敏
の
江
戸
日
配
よ
り

一
冗
伊
能
居
敏
配
意
臨
聞
長
佐
久
間
連
夫

伊
能
洋
、
渡
辺
一
郎
、
佐
久
間
違
夫

-64 

-
質
疑
応
答
日
刊

・

閉

会

同

日

@
入
場
無
料
先
着
二
百
名
申
込
制
開
場
け
刊

@
主
催
者
伊
能
忠
敏
研
究
会
富
岡
八
幡
宮

@
後
撞
江
東
区
役
所
、
江
東
匹
教
育
委
員
会
、
伊
能
銅
像
ウ
オ
!

ク
実
行
委
員
会
{
予
定
)

ロ
終
了
後
伊
能
忠
敬
研
究
会
総
会

H

M

i

H

'
日

創
加
盟
会
げ
は
リ

i
け
・
叫
懇
舗
親
会
費
王
子
門

司
会
前
回
幸
子
ほ
か

• 

， 
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， 

』

伊

能

忠

敬

研

究

会

御

案

内

一
、
本
会
は
伊
能
忠
敬
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

、

つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

①
会
報
の
発
行

発
表
誌
年
三
回
以
上
、

交
流
誌

年
三
回
以
上

②
例
会
・
見
学
会
の
開
催

③
忠
敬
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
ま
た
は
共
催

④
そ
の
他
付
帯
す
る
事
業

三
、
入
会
方
法
等

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
便
振
替
の
送
金
者
氏
名
欄
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、

F
A
X
番
号
な
ど
を
明
記
し
、
通
信
欄
に
は
専
門
分
野
、
趣
味
分

野
、
入
会
の
動
機
、
本
会
に
対
す
る
希
望
な
ど
御
意
見
を
書
き
添
え
て
、
入
会

金
四
千
円
、
年
会
費
六
千
円
、
合
計
一
万
円
を
左
記
に
お
送
り
下
さ
い
。

会
計
年
度
は
、
四
月
か
ら
三
月
で
す
が
、
年
度
途
中
よ
り
御
入
会
の
場
合
は
、

当
該
年
度
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
す
べ
て
お
送
り
し
ま
す
。

送
金
先

(
室
番
が
六
一
八
に
変
更
。
乞
御
注
意
)

一T
一+ハ一一

東
京
都
新
宿
区
下
宮
比
町
二
の
二
八
の
六
一
八

伊
能
忠
敬
研
究
会

郵
便
媛
替
口
座

0
0
一
五

O
l六
l
O七
二
八
六
一

O

投

稿

規

定

会
員
は
発
表
誌
、
交
流
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
二
回
の
掲
載
は
、

原
則
と
し
て
四
頁
で
す
。
越
え
る
場
合
は
分
載
ま
た
は
、
間
隔
を
お
い
て
掲
載

し
ま
す
。
提
出
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
採
否
は
編
集
部
に
一
任
し
て
下
さ
い
。

一
頁
は
二
段
組
3
1
字
×

2
6
行
、
三
段
組
2
0
字
×

3
0
行
で
す
。
タ
イ

ト
ル
は
五
行
分
と
し
ま
す
。
写
真
、
図
表
は
大
き
さ
を
考
慮
し
て
下
さ
い
。

司乱

4正

伊

能

忠

敬

研

究

会

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

伊
能
忠
敬
研
究
会
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

任
理
事
の
担
当
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。

一
般
情
報
は
大
友
常

宮
骨
匂
ぃ
¥
著
者
調
・
N
曲・一芝四

-og・ロ申・活
T
陶
信
吉

¥Bor-EB-

史
料
情
報
は
、
「
資
料
室
」
と
し
て
坂
本
幹
事
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
現
存
す
る

伊
能
図
の
所
在
一
覧
、
伊
能
忠
敬
関
連
史
料
リ
ス
ト
な
ど
が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

宮
守
一
言
羽
毛
・

2
ユ
Htss-回申
・』旬、

1
2品目。

忠
敬
関
係
の
図
書
、
文
献
資
料
は
「
伊
能
忠
敬
図
書
館
」

担
当
で
す
。
こ
の
忠
敬
の
書
斎
に
も
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

で
す
。
前
団
幹
事
が

E
G
H『¥』司司君
・2
・民自・

02MUTE-s

編
集
後
記

O
皇
孫
・
敬
宮
(
と
し
の
み
や
)
愛
子
さ
ま
が
「
お
宮
参
り
」
を
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
、
伊
能
ウ
オ
1
ク
は
倉
敷
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
「
忠
敬
さ
ん
は
ほ
ん
と
う
に

た
だ
た
か
と
言
う
の
で
す
か
。
敬
の
字
は
と
し
と
読
む
は
ず
だ
が
」
と
。
『
敬
』

か
ら
み
ん
な
に
元
気
を
。
愛
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
ま
す
。

O
番
外
ウ
オ
ー
ク
は
冬
の
大
隅
半
島
。
南
国
と
は
い
え
、
帰
り
の
桜
島
は
う
っ
す

い
っ
ぽ
う
内
之
浦
の
ロ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
寒
桜
、

指
宿
で
は
菜
の
花
が
盛
り
で
し
た
。
内
之
浦
の
宿
で
伊
能
測
量
時
の
宿
泊
場
所

ら
自
く
見
え
ま
し
た
。

「
浦
人
鉄
蔵
」
宅
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
エ
ツ
二
百
年
前
!
」
見
当
違
い
で
し
た
。

O
事
務
所
近
く
の
外
堀
通
り
で
は
例
年
よ
り
早
く
桜
が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
御
地

で
は
い
か
が
で
し
ょ
ィっ
か
。
ひ
と
冬
越
え
て
新
し
い
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
号
締
切
間
際
に
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
「
二
枚
の
歴
博
地
図
』
「
ア
メ
リ
カ
大

図
の
里
帰
り
」
な
ど
。
会
報
刊
号
の
編
集
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
F
)
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